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研究要旨 

アトピー性皮膚炎の有症率について、これまでに本邦では施設単位の小規模な疫学調査から全

国的な疫学調査まで数多くの調査がなされている。本研究では本邦で実施されたアトピー性皮膚

炎の有症率に関する疫学調査を集積し、だれでも閲覧可能なデータベースを作成した。平成 27

年までに和文で報告された調査については医学中央雑誌、英文で報告された調査については

PubMed から研究データを抽出した結果、総説や会議録を除き、和文または英文で報告されたア

トピー性皮膚炎の有症率に関する疫学調査は 36 件であった。それぞれの研究について、調査地域、

調査期間、対象(年齢)、調査方法、自治体報告の有無、診断方法、調査依頼数、回収率（数）、有

効回答率（数）、研究の概略をリストにしたデータベースを作成した。今回作成したデータベース

を活用することにより、アトピー性皮膚炎の有症率に関する情報を簡便に得ることが可能となっ

た。また、今後計画されるアトピー性皮膚炎の疫学調査に有益な情報を提供する手段となること

が期待される。 

 

A. 研究目的 

アトピー性皮膚炎の有症率は地域差があり、ま

た、年代ごとに変化することが知られている。こ

れまでに本邦では施設単位の小規模な疫学調査か

ら全国的な疫学調査まで数多くの調査がなされて

いる。本研究では本邦で実施されたアトピー性皮

膚炎の有症率に関する疫学調査を集積し、だれで

も閲覧可能なデータベースを作成することを目的

とする。 

 

B. 研究方法 

平成 27 年までに和文で報告された調査につい

ては医学中央雑誌、英文で報告された調査につい

ては PubMed から研究データを抽出した。まず、

医学中央雑誌については、検索式： (アトピー性

皮膚炎) and (有症率 or 罹患率 or 疫学調査 or

予後調査 or 統計)で検索し、1014 件の文献が抽出

された。この中で疫学に関する報告は 283 件あり、

さらに会議録などを除いた 132 件の中からアトピ

ー性皮膚炎の有症率に関する調査を抽出し、デー
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